
  

8月の終わりに日本テレビで放送された「24時間テレビ」で、歌手でタレントのあのちゃんが、 

不登校になった子どもたちのフリースクールを訪問していました。 

あのちゃん自身も、中 1の後半ぐらいから中学卒業まで不登校だったそうです。 

「不登校だった時期は、学校が僕の居場所じゃないなと思ってたけど、家も居場所じゃなくて。 

とにかく自分の部屋に逃げてましたね。」と語っていました。 

ちなみにあのちゃんは、高校も 3か月で中退し、レジ打ちのアルバイトも 3日しか続かなかったそうです。 

そんなあのちゃんが、不登校に対する思いについて、自分の公式Xで公開しているものを抜粋して紹介します。 

（わかりやすいように言葉を削除したり追加したりしていますが、興味のある人は公式 Xで全文を見てください） 

 

僕は学校に行くこと行かないこと・・・、どちらを否定するつもりも正当化するつもりもないです。 

（テレビ番組で不登校について語ったのは）・・・（自分と）同じように（学校に）行けない子を励ましたつもりもなくて、 

そんな子（学校に行けない子）を育ててる親御さんへの言葉でした。・・・ 

「周りより遅れをとっていると思っても別の方向へ進んでいる。逃げることも立派な行動力」（という言葉）は、 

「勉強を教わる場所」から逃げる事ではなく、「死ぬこと」から逃げるということです。 

・・・学校に限らず社会や会社もです。 

学校に行けるなら行ったほうがいいし、 

学校に行きたくなくても、（学校に）行ってる人（は）凄いし偉いです。すごく尊敬してます。 

だから・・・学校は嫌なら行かなきゃいいってくみ取るのは全然僕の言ってるこ 

ととは違う受け取り方してて・・・。（学校に行ってる人は）行かなかった人より学ぶ 

こと見えるもの知ること沢山あると思います。 

（本当は）学校に行きたくないのに、自分は周りと同じことができないのに、学校へ行き、卒業し 

たならば、それ程強いことはないよ。あの狭い箱で同調圧力がほとんどの中、自分を見失わ 

ずに生きるのは凄
すご

すぎるんだよ。 

ただ死んでしまうような思いをして学校に行くぐらいならそこから勇気を持って逃げてね。 

・・・かつて学校を行かないことを選んだ僕や（今、学校に行かないことを）選ぼうとしてるあなたは、努力や好きな物へ 

の愛や物事に真摯
し ん し

に向き合うこと（は）圧倒的でなきゃいけないし、並大抵の物じゃ絶対的にもなれ 

ません。運だけで成功してるように見える人たちは、努力なんて表で見せないです。・・・隠して隠し 

てバカにされて成功してこそです。・・・って思うけどそれは何かを成し遂げたい、何者かになりたい 

人のみで、別に最悪生きてれば十分って僕は思います。あなたはあなたです。 

それが一番難しいんだから、あなたはあなたを愛せるあなたでいてね！。」 

 

今はこんな風に、過去や自分を振り返ることができるあのちゃんですが、高校を中退してしまった後は、昼は引きこも

り、夜中に一人で散歩をするという生活を送っていて、ご両親も困り果てていたそうです。天井を見つめて「この先、どう

したらいいのか」と悩んでいた時に、ネットで募集していたアイドルに応募し、芸能界にデビューすることになりました。 

今回あのちゃんのことをほけんだよりに書くために、あのちゃんについてネットでいろいろ調べていたら、YouTube

で公開されていた、アーティストである「ano」の「普変」という曲のMUSIC VIDEOに出会いました。 

それは、anoがスマホを見ながら、自分に対する誹謗
ひ ぼ う

中 傷
ちゅうしょう

の投稿
とうこう

を見る場面から始まります。 

やがてその誹謗中傷の言葉は紙に印刷されて現れ、人の顔になって anoを取り囲みます。 

振り払っても振り払っても、誹謗中傷の言葉が増え続けていく中で、anoはこう歌うのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

MVでは、最後に「あのちゃん、頭おかしい」という誹謗中傷の紙を、自分で燃やす場面で終わります。 

日常的に起きている SNS の誹謗中傷を映像化しているこの作品はとてもインパクトがありましたが、彼女が First 

Takeで、パジャマ姿で歌っている「普変」は、さらに心を揺
ゆ

さぶられるものがありました。 

 

保健室でも「普通そうですよね？」と、他の人の行動を自分の基準で評価し、「変ですよね？」「おかしいですよね？」と

いう言葉を聞くことがありますが、そもそも「普通
ふ つ う

」って何でしょうか。「変
へん

」ってなんでしょうか。 

これを読んでいる人の中にも「変
へん

」「おかしい」という言葉で評価され、言葉の暴力を受けながら、 

言い返すことができずに、苦しい思いをしている人はいないでしょうか？ 

また一方で私自身も、「先生」という目線で、「大人」の基準で、わかったふりをした言葉で、 

「神」のように、誰かを傷つけていることはないだろうかと思わされました。 

もしかしたら私の言葉を聞いて「何もわかっていないくせに！ムカつく！」と怒りを感じていた人もいるかもしれません。 

ただ、はっきりとした原因が無く、なんとなく教室に居場所がないとか、周りとの違和感（自分は変なのかも）や漠然
ばくぜん

とした（よ

くわからない）不安で、つらい思いをしている人に、具体的
ぐたいてき

な解決方法をみつけることはとても難しいし、中途半端
ちゅうとはんぱ

ななぐさ

めや励
はげ

ましの言葉は、時には人を傷つけてしまうこともあるので、なかなか言葉が見つからないことも多いです。 

でも、そんなあなたにも、24時間テレビで語っていたあのちゃんの考え方や言葉が役に立つかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

学校に限らず、自分は一人ぼっちだと感じることはあると思います。 

自分には、居場所がないと感じることもあると思います。 

でも、あなたには「あなた」がいて、一人ぼっちではないのだから、 

自分が「自分の居場所」になればいいのだと、あのちゃんは言っているのです。 

あのちゃんは引きこもっている時に、「音楽に救われた」と言っていましたが、保健室でも、友だちがいないとか、居場所

がないという人の中に、イラストが好きとか、音楽が好きという人が多くいます。 

あなたは無理をして「何者
なにもの

か」になる必要はありません。「生きてれば十分」だし「あなたはあなたを愛せるあなた」でいて

ほしいと思います。もし今、苦しさを感じているならば魔法はいりません。ただ「苦しい」とか「寂しい」とか、誰かに言いま

しょう。叫びましょう。そして手を伸ばして、助けてくれる「なにか」や「誰か」をつかみましょう。 

保健室もそのお手伝いをしたいと思っています。 

居場所がない、一人ぼっちだ、いっそのこと消えてしまいたいなどと感じた時にはいつでも来てくださいね。 

ちゃんとしてるのに いつもおかしくて。それでも これしかなかった。 

『（自分では）ちゃんとしてるのに 

いつもおかしくて。（おかしいと言われて） 

それでも（自分には）これしかなかった 

誰かが言う「変
へん

」なんて、せいぜいたかが「普通（の中）の変
へん

」だ 

人と違うのが普通で 

ずれてるから光るのに 「その個性を大事に」とか笑える 神かよ ムカつく』 

「居場所
い ば し ょ

がないと感じていたけど、自分の考え方を変える事で居場所を見つけた。 

それは、自分が自分の居場所になろう。どこにいっても、（一人ぼっちに思えても）自分はいるから。 

手を伸ばしたり、叫ぶことができたら（大丈夫）。 

（僕は）叫んで叫んで、今ここにいる。苦しいとかさびしいとか、 

誰かに言えたら、魔法
ま ほ う

だっていらないよ。」 

 


